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平
成
２３
年
度
の

第
1
回
通
常
総
会

が
６
月
５
日（
日
）

１３
時
か
ら
盛
岡
市

の
ホ
テ
ル
・
ル
イ

ズ
で
開
催
さ
れ
、

県
内
３４
市
町
村
よ

り
、
本
人
出
席
２６

名
、
委
任
状
に
よ

る
代
理
出
席
０
、

書
面
表
決
書
提
出

８
名
の
出
席
を
得

て
、
平
成
２２
年
度

事
業
・
決
算
報
告

や
公
益
認
可
申
請

そ
の
他
の
案
件
審

議
が
な
さ
れ
た
。

　

開
会
に
先
立

ち
、全
員
で
東
日

本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
方
々
へ
の

お
見
舞
い
と
犠
牲

と
な
ら
れ
た
方
々

に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

挨
拶
で
米
澤
慎
悦
会
長

は
「
大
震
災
に
よ
る
困
難

な
状
況
に
あ
る
今
こ
そ
、

全
力
で
子
ど
も
の
笑
顔
づ

く
り
を
合
言
葉
に
し
た
研

修
活
動
の
推
進
と
事
業
安

定
化
に
努
め
て
い
く
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
意
義
が
大
き

い
。
ま
た
公
益
認
可
申
請

に
つ
い
て
審
議
頂
き
、
本

会
の
目
標
達
成
に
向
け
た

事
業
推
進
に
努
め
た
い
。」

と
述
べ
、
２３
年
度
の
活
動

方
針
並
び
に
事
業
見
通
し
を
述

べ
た
。
続
い
て
岩
手
県
教
育
委

員
会
菅
野
洋
樹
教
育
長
、
岩
手

県
市
町
村
教
育
委
員
会
協
議
会

川
村
登
会
長
、
岩
手
県
教
職
員

組
合
豊
巻
浩
也
中
央
執
行
委
員

長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

議
事
で
は
議
長
に
久
慈
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
の
野
場
秀

輝
氏
を
選
出
し
、
第

1
号
議
案
平
成
２２
年

度
事
業
報
告
、
第
2

号
議
案
２２
年
度
収
支

決
算
が
承
認
さ
れ
た

後
、
第
３
号
議
案
平

成
２３
年
度
役
員
選
出

に
関
す
る
件
が
上
野

理
恵
子
役
員
選
考
委

員
長
の
報
告
ど
お
り

決
定
さ
れ
、
第
４
号

議
案
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

公
益
認
可
申
請
に
関
す
る
審
議

が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
た
。
な
お
、
平
成
２３
年

度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
は
３

月
の
通
常
総
会
に
お
い
て
承
認

さ
れ
て
い
る
。

平
成
２３
年
度
見
舞
金
給
付
事
業

担
当
者
事
務
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

日 

時　

 

平
成
２３
年
８
月
９
日
㈫

　
　
　

１３
：
３０
〜
１６
：
００

場 

所　

 

岩
手
県
青
少
年
会
館

　
　
　
（
盛
岡
市
み
た
け
３−

３８−

２０
）

対 

象　

 

見
舞
金
給
付
事
務
担
当
者

又
は
、
学
校
教
職
員
で
参

加
希
望
者

持
参
す
る
も
の

① 

平
成
２３
年
度
版
「
見
舞
金

給
付
の
手
引
き
」

②
電
卓　

③
印
鑑

※
参
加
申
込

　

平
成
２３
年
7
月
２６
日
ま
で
、
別

紙
様
式
に
よ
り
、郵
便
で
申
し
込
み

　

３
月
１１
日
に
起
こ
っ
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
子
ど

も
達
と
会
員
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
多
く

の
方
に
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復

興
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と

し
て
、
被
災
地
の
先
生
や
会
長

さ
ん
方
と
連
携
し
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
様
々
な
形
で
長

い
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
し
、
常
に
子
ど
も

た
ち
に
寄
り
添
い
、
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
れ
る
環
境
作
り

に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

経
済
の
低
迷
に
追
い
討
ち
を

か
け
る
よ
う
な
大
震
災
、
少
子

高
齢
化
、
核
家
族
化
、
携
帯
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

の
氾
濫
な
ど
で
も
た
ら
さ
れ
た

生
活
様
式
の
変
化
や
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
。
そ
し
て
、
社
会
全
体

の
規
範
意
識
や
、
家
庭
の
教
育

力
の
低
下
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
相
変
わ

ら
ず
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
震
災
を

き
っ
か
け
に
さ
ら
に
深
ま
っ
た

絆
や
、
感
じ
た
人
の
温
か
さ
、

ひ
と
つ
に
な
ろ
う
と
い
う
人
々

の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

私
た
ち
親
・
大
人
が
ま
ず
手
本

と
な
り
、
行
動
を
示
し
て
い
く

事
で
、
子
ど
も
達
に
夢
と
希
望

を
与
え
る
事
が
で
き
る
と
考
え

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
づ

く
り
の
た
め
に
、
引
き
続
き
親

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

進
め
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

様
々
な
事
業
を
通
し
て
会
員
の

資
質
向
上
と
大
人
モ
デ
ル
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

手
を
取
り
合
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を

平成 ２３ 年度 第 1回通常総会開催される

Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円
１. 事業活動収入
　基本財産運用収入 ４１5,０６9
　特定資産運用収入 ６４,759
　世帯割会費収入（9０ 円） ８,８８４,5３０
　児童生徒数割会費収入（８００ 円） ８9,9６４,5００
　補助金等収入 １5０,０００
　寄付金収入 ０
　雑収入 7８,４３４
　　事業活動収入計 99,557,２9２
２. 事業活動支出
　事業費支出 ６４,9６８,０３7
　管理費支出 ８,０１１,5１０
　他会計への繰入金支出 ０
　　事業活動支出計 7２,979,5４7
　　事業活動収支差額 ２６,577,7４5
Ⅱ投資活動収支の部
１. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 5００,０００
　　投資活動収入計 5００,０００
２. 投資活動支出
　基本財産取得支出 ０
　特定資産取得支出 ２０,０２４,２４３
　固定資産取得支出 ０
　　投資活動支出計 ２０,０２４,２４３
　　投資活動収支差額 △ １9,5２４,２４３
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 ０
　　財務活動支出計 ０
　　財務活動収支差額 ０
　　　当期収支差額 7,０5３,5０２
　　　前期繰越収支差額 9３,577,１０7
　　　次期繰越収支差額 １００,６３０,６０9

（注）収支計算書は公益法人会計における ３ 区分の様式により作成
※詳細は単位ＰＴＡ事務局に送付してある平成 ２３ 年度第 １ 回通常
総会議案書をご参照ください。

平成22年度決算のあらまし

米澤　慎悦 会長




